
JP 2007-221420 A5 2009.4.2

10

【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年4月2日(2009.4.2)

【公開番号】特開2007-221420(P2007-221420A)
【公開日】平成19年8月30日(2007.8.30)
【年通号数】公開・登録公報2007-033
【出願番号】特願2006-39059(P2006-39059)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   7/32     (2006.01)
   Ｈ０３Ｍ   7/36     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   7/137   　　　Ｚ
   Ｈ０３Ｍ   7/36    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年2月13日(2009.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力画像データを所定の単位ずつ順次入力し、入力画像データと、該入力画像データを
予測した予測画像データとの差分である予測誤差データを符号化する符号化装置であって
、
　入力画像データに対してデータ圧縮のために歪を加えるデータ加工手段と、
　前記データ加工手段によって加工されたデータを使って入力画像データを予測する予測
画像データを生成する予測画像生成手段と、
　前記予測画像生成手段における予測画像データ生成のための演算の条件である予測演算
条件を設定する演算条件設定手段と、
　を備え、
　前記演算条件設定手段は、前記データ加工手段によって加工される以前の入力画像デー
タを使って予測演算条件を設定することを特徴とする符号化装置。
【請求項２】
　前記演算条件設定手段が１フレーム分の画像データを分割して得られる複数のブロック
画像ごとに演算条件を設定し、
　前記予測画像生成手段が前記演算条件設定手段によりブロック画像ごとに設定された演
算条件にしたがって予測画像を生成した場合、得られる予測誤差の値が所定のしきい値以
下であるか否かを判定する予測誤差値判定手段と、
　前記予測誤差値判定手段の判定の結果に基づいて、前記演算条件設定手段が演算条件を
設定するブロック画像の大きさを切替えるブロック切替え手段と、
　を備えることを特徴とする請求項１に記載の符号化装置。
【請求項３】
　入力画像データと、該入力画像データを予測した予測画像データとの差分である予測誤
差データを符号化する符号化装置と、当該符号化装置によって符号化された予測誤差デー
タに基づいて入力画像データを復号する復号化装置と、を備える画像処理装置であって、
　前記符号化装置は、
　入力画像データに対してデータ圧縮のために歪を加える処理をするデータ加工手段と、
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　前記データ加工手段によって加工されたデータを使って入力画像データを予測する予測
画像データを生成する予測画像生成手段と、
　前記データ加工手段によって加工される以前の入力画像データを使い、前記予測画像生
成手段における予測画像データ生成のための演算の条件である予測演算条件を、１フレー
ム分の画像データを分割して得られる複数のブロック画像ごとに設定する演算条件設定手
段と、
　前記予測画像生成手段が前記演算条件設定手段により設定された演算条件にしたがって
予測画像を生成した場合、得られる予測誤差の値が所定のしきい値以下であるか否かを判
定する予測誤差値判定手段と、
　前記予測誤差値判定手段の判定の結果に基づいて、前記演算条件設定手段が演算条件を
設定するブロック画像の大きさを切替えるブロック切替え手段と、
　を備え、
　前記復号化装置は、
　予測誤差データを復号化する予測値復号化手段と、
　前記予測値復号化手段によって復号化された予測誤差データに基づいて画像データを予
測した予測画像データを生成すると共に、該予測画像データと復号化された予測誤差デー
タをたし合わせて画像データを復号化する画像復号手段と、を備え、
　予測誤差データの生成に関する情報が演算条件を設定したブロック画像の大きさを含み
、
　前記画像復号手段は、前記ブロック画像の大きさごとに予測画像データを生成すること
を特徴とする画像処理装置。
詳細な説明
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、符号化装置、画像処理装置に係り、特にイントラ予測を使って動画像を符号
化する符号化装置、画像処理装置に関する。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　また、本発明の画像処理装置は、入力画像データと、該入力画像データを予測した予測
画像データとの差分である予測誤差データを符号化する符号化装置と、当該符号化装置に
よって符号化された予測誤差データに基づいて入力画像データを復号する復号化装置と、
を備える画像処理装置であって、前記符号化装置は、入力画像データに対してデータ圧縮
のために歪を加える処理をするデータ加工手段と、前記データ加工手段によって加工され
たデータを使って入力画像データを予測する予測画像データを生成する予測画像生成手段
と、前記データ加工手段によって加工される以前の入力画像データを使い、前記予測画像
生成手段における予測画像データ生成のための演算の条件である予測演算条件を、１フレ
ーム分の画像データを分割して得られる複数のブロック画像ごとに設定する演算条件設定
手段と、前記予測画像生成手段が前記演算条件設定手段により設定された演算条件にした
がって予測画像を生成した場合、得られる予測誤差の値が所定のしきい値以下であるか否
かを判定する予測誤差値判定手段と、前記予測誤差値判定手段の判定の結果に基づいて、
前記演算条件設定手段が演算条件を設定するブロック画像の大きさを切替えるブロック切
替え手段と、を備え、前記復号化装置は、予測誤差データを復号化する予測値復号化手段
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と、前記予測値復号化手段によって復号化された予測誤差データに基づいて画像データを
予測した予測画像データを生成すると共に、該予測画像データと復号化された予測誤差デ
ータをたし合わせて画像データを復号化する画像復号手段と、を備え、予測誤差データの
生成に関する情報が演算条件を設定したブロック画像の大きさを含み、前記画像復号手段
は、前記ブロック画像の大きさごとに予測画像データを生成することを特徴とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
以下、図を参照して本発明にかかる符号化装置、画像処理装置の実施形態１、実施形態２
を説明する。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４４】
なお、ステップＳ５１１において、イントラ予測によって生成された予測画像を符号化に
使用しないと判断された場合（Ｓ５１１：Ｎｏ）、インター予測部２１４は、インター予
測の結果に基づいて生成された予測画像を生成して減算器２０２に出力する（Ｓ５２１）
。この処理のため、インター予測部２１４は、図５（ｃ）に示したフローチャートにより
、イントラ予測とは独立にインター予測し（Ｓ５３４）、この結果に基づいて予測画像デ
ータと入力画像データとの誤差を算出している（Ｓ５３５）。ステップＳ５２１で生成さ
れる予測画像は、この算出結果に基づいて実行される。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
以上の処理の後、符号化装置は、イントラ予測の処理が１ＭＢ分終了したか否か判断する
（Ｓ９０５）。１ＭＢ分の処理が終了した場合（Ｓ９０５：Ｙｅｓ）、実施形態２の符号
化装置は、予測モード判定のための演算の結果から、判定の結果選択された予測モードに
よって予測画像を生成した場合、予めしきい値として設定されている予測誤差以下の予測
誤差を得られるか否か判断するための処理（判定用しきい値制御）を実行する（Ｓ９０６
）。一般には、ブロックを細かく分割することにより、より効果的な予測を行うことがで
きる。１６個のサブブロックの予測モードの符号コードに割り当てるコストとマクロブロ
ックの予測モードの符号コードに割り当てるコストとの差を閾値として与え、サブブロッ
クの予測誤差に加える。しきい値分を加算したサブブロックの予測誤差とマクロブロック
の予測誤差と比較する。
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